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沖 大幹さんが「ストックホルム水大賞」を受賞

古賀邦雄さん逝去――本誌連載「水の文化書誌」擱筆の半年後に

　長い間、本誌で「水の文化書誌」を連載
してくださった古賀邦雄さんが2024年（令
和6）3月27日に亡くなりました。享年80。
古賀さんには連載のご協力のみならず、当
センターのアドバイザーとしても数えきれ
ないほどのご助言をいただきました。古賀
さんのご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し
上げます。
　古賀さんが水や河川、湖沼にまつわるさ
まざまな書籍や資料を集めることになった
のは、水資源開発公団（現・独立行政法人 水
資源機構）に勤めていたときに上司が発した

「水にまつわる本を集めて整理してはどう
か」という一言がきっかけだったそうです。
　そして2008年（平成20）5月に私設の図
書館「古賀河川図書館」を開きます。古賀
さんが集めた書籍・資料は希少なものも多
く、全国からさまざまな人たちが古賀さん
のもとを訪ねました。編集部が初めて訪問
したとき、足の踏み場もないほどの本の数

に圧倒されたことを思い出します。
　2020年（令和2）3月、古賀さんは所蔵し
ていた約1万2000冊を久留米大学御

み
井
い

図書館に寄贈されます。古賀さんは「立派
な図書館がきちんと管理してくれるのであ
りがたいことです」と目を細めていました。
古賀さんの蔵書は「古賀邦雄河川文庫」と
して公開されています。
　坂本貴啓さんの連載「Go! Go! 109水
系」の取材にもご同行いただくことが多く、
お二人の会話から、そして古賀さんの川に
まつわる史跡を見つける目の鋭さなどたく
さんのことを学ばせていただきました。
　連載「水の文化書誌」を終える際に古賀
さんにお話をお聞きしましたが、そのときに

「ミツカン水の文化センターがすごいのは
継続していることです。ずっと続けていただ
きたい」とおっしゃいました。その言葉を胸
に、当センターはこれからも情報発信に努
めてまいります。

　当センターのアドバイザーを務める東京大学大学
院工学系研究科 社会基盤専攻 教授の沖 大幹さん
が2024年の「ストックホルム水大賞（Stockholm 
Water Prize）」を受賞したことが2024年3月22日に
発表されました。
　同賞は「水のノーベル賞」とも称される、世界で
もっとも権威のある水関連の賞です。ノーベル賞の
選考を行なっているスウェーデン王立科学アカデ
ミーの協力によってストックホルム国際水研究所が
決定したものです。ちなみに3月22日は国連が定め

た世界水の日にあたります。
　沖さんはグローバルな視野から取り組む水文学
の先駆者として知られています。世界的な水収支や
仮想水の流れ、再生可能な水資源量の時空間変動
に関する研究への卓越した貢献が評価され、今回の
受賞となりました。日本人の受賞は23年ぶり3人目
となります。
　2024年8月の「ストックホルム世界水週間」の一
環として王室による授賞式が行なわれ、記念講演も
予定されています。沖さん、おめでとうございます。
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持
続
可
能
な
開
発
目
標
と
は

　
ロ
ビ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
／
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
キ
ン
グ
著
・
沖
大
幹
監
訳
『
水
の
世
界

地
図
』（
丸
善
・
２
０
０
６
）
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち
の
生
存
の
カ
ギ
は
、
海
洋
か
ら
蒸

発
す
る
水
の
う
ち
、
あ
る
程
度
の
量
が
陸
上
に
降
り
、
河
川
を
潤
し
土
に
水
を
与

え
そ
し
て
地
下
の
帯
水
層
を
補
塡
し
て
く
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
の
水

循
環
の
な
か
で
淡
水
供
給
の
可
能
な
部
分
で
あ
り
、
私
た
ち
は
こ
れ
に
依
存
し
て

生
き
て
い
る
。
世
界
の
水
供
給
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
ス
ー
ザ
ン
・
ヴ
ァ
ー
デ

文
・
ピ
ー
タ
ー
・
Ｈ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
画
『
み
ず
を
く
む
プ
リ
ン
セ
ス
』（
さ
・
え
・
ら

書
房
・
２
０
２
０
）
は
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
毎
朝
母
と
一
緒
に
水

汲
み
に
出
か
け
る
少
女
の
話
で
あ
る
。
多
く
の
女
性
た
ち
も
水
汲
み
に
通
う
。「
ず

っ
と
ず
っ
と
　
と
お
く
ま
で
　
き
ょ
う
も
　
わ
た
し
は
　
み
ず
を
　
く
み
に
い
く

　
つ
め
た
く
て
　
き
れ
い
な
　
み
ず
が
　
あ
る
と
い
い
な
　
い
つ
の
ひ
か
　
き
つ

と
」。
今
、
ア
フ
リ
カ
で
は
井
戸
を
掘
る
運
動
が
起
き
て
い
る
。

　
世
界
は
戦
争
や
内
戦
、
難
民
、
さ
ら
に
貧
困
、
人
種
差
別
、
環
境
破
壊
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
球
規
模
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
国
際
連
合
の
加
盟
１
９

３
カ
国
が
達
成
を
目
指
す
の
が
２
０
３
０
年
ま
で
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（Sustainable D

evelopm
ent Goals

）
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
17
の
目
標
が
定
め
ら
れ

た
。
そ
の
過
程
を
追
っ
て
み
る
。

　
岩
田
元
喜
・
文
『
基
礎
か
ら
わ
か
る
！ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』（
メ
デ
ィ
ア
ッ
ク
ス
・
２
０
２

１
）
は
、
１
９
７
２
年
『
成
長
の
限
界
』
の
出
版
が
人
類
に
警
告
を
与
え
、
そ
の
後
、

次
の
よ
う
に
持
続
可
能
な
開
発
目
標
が
制
定
さ
れ
た
と
記
す
。
１
９
８
０
年
「
持

続
可
能
な
開
発
」
の
概
念
が
公
表
さ
れ
、
１
９
９
２
年
リ
オ
で
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」

開
催
。
１
９
９
７
年
地
球
温
暖
化
へ
の
世
界
的
取
り
組
み
「
京
都
議
定
書
」
採
択
。

２
０
０
０
年
開
発
途
上
国
の
課
題
解
決
を
目
指
す
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
）
採
択
、
２
０
１
２
年
リ
オ
＋
20
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
採
択
、
２
０
１
５
年
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
が
国
連
総
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
17
の
目
標
は
、
①
貧
困
を
な
く
そ
う
②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
③
す
べ
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を
④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
⑥

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
、
そ
し
て
ク
リ
ー

ン
に
⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
⑩
人

や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
⑪
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
⑫
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任
⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
⑮
陸
の

豊
か
さ
も
守
ろ
う
⑯
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目

標
を
達
成
し
よ
う
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
17
の
目
標
の
う
ち
、
①
貧
困
を
な
く
そ
う
、
②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
、
⑥
安
全
な
水

と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
、
⑭
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
、
⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

に
つ
い
て
、
気
候
変
動
に
対
す
る
具
体
策
を
追
っ
て
み
た
い
。

貧
困
を
な
く
そ
う
、
飢
餓
を
ゼ
ロ
に

　
深
井
宣
光
著
『
小
学
生
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
・
２
０
２
１
）
に

よ
る
と
、
世
界
に
は
家
に
お
金
が
な
く
学
校
に
行
か
せ
て
も
ら
え
ず
、
毎
日
16
時

間
働
い
て
い
る
子
ど
も
が
約
１
億
６
０
０
０
万
人
い
る
。
こ
れ
は
世
界
の
子
ど
も

の
10
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
。
食
べ
る
も
の
が
ず
っ
と
な
く
て
栄
養
不
足
で
死

ん
で
し
ま
う
ほ
ど
に
苦
し
い
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界
の
人
が
８
億
１

１
０
０
万
人
い
る
。
こ
ち
ら
も
10
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
。

　
世
界
の
子
ど
も
３
８
９
０
万
人
の
５
歳
未
満
が
栄
養
不
良
で
あ
る
。
飢
餓
で
苦

し
む
国
で
は
食
べ
物
が
少
な
い
の
で
痩
せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
長
く
食
べ
も

の
が
手
に
入
ら
な
い
と
肥
満
や
過
体
重
で
体
調
が
悪
く
な
る
。
日
本
で
は
「
最
後

に
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
く
て
、
ご
め
ん
ね
」
と
遺
し
て
い
っ
た
母

子
の
悲
し
い
事
件
が
起
こ
っ
た
。
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
１
９
８
０
年
代
か

ら
上
昇
傾
向
で
、
今
日
で
は
、
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、
特
に
ひ
と
り

親
世
帯
の
相
対
的
貧
困
率
は
深
刻
で
、
ほ
ぼ
２
世
帯
に
１
世
帯
が
貧
困
状
態
に
あ

古賀 邦雄
  こが  くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会
1967年西南学院大学卒業。水資源
開発公団（現・独立行政法人水資源
機構）に入社。30年間にわたり水・
河川・湖沼関係文献を収集。2001
年退職し現在、日本河川協会、ふくお
かの川と水の会に所属。2008年5月
に収集した書籍を所蔵する「古賀河
川図書館」を開設。
平成 26年公益社団法人日本河川協
会の河川功労者表彰を受賞。

る
。
一
方
で
は
食
品
ロ
ス
が
あ
る
。
２
０
１
９
年
度
に
は
年
間
５
７
０
万
ト
ン
の

食
品
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
人
一
人
あ
た
り
お
茶
碗
１
杯
分
ほ
ど
の

ご
飯
が
毎
日
捨
て
ら
れ
て
い
る
計
算
だ
。
み
き
つ
き
み
著
『
す
ぐ
で
き
る
こ
と
か

ら
が
ん
ば
っ
て
し
よ
う
こ
ど
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』（
弘
文
堂
・
２
０
２
１
）
が
詳
し
い
。

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

　
本
田 

亮
著
『
ム
ズ
カ
シ
そ
う
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と
が
ひ
と
目
で
や
さ
し
く
わ
か
る

本
』（
小
学
館
・
２
０
２
１
）
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
時
点
で
安
全
に
管
理
さ
れ
た
水
を

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
21
億
人
い
て
、
毎
日
８
０
０
人
の
乳
幼
児
が
汚
れ
た
水

に
よ
る
下
痢
症
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
安
全
に
管
理
さ
れ
た
飲
み
水
と
は
、
自
宅
に

あ
り
、
必
要
な
と
き
に
入
手
で
き
、
排
せ
つ
物
や
化
学
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

水
源
か
ら
得
ら
れ
る
水
で
、
基
本
的
に
は
30
分
以
内
で
汲
め
る
き
れ
い
な
飲
み
水
で

あ
る
。
齋
藤
孝
著
『
こ
ど
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
大
図
鑑
３
６
５
』（
実
務
教
育
出
版
・
２
０
２
２
）

は
、
世
界
で
水
道
水
が
飲
め
る
国
は
、
日
本
を
含
め
て
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
12
カ
国
し
か
な
い
と
記
す
。
日
本
人
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

　
バ
ウ
ン
ド
著
・
秋
山
宏
次
郎
監
修
『
数
字
で
わ
か
る
！ 

こ
ど
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―
地

球
が
い
ま
ど
ん
な
状
態
か
わ
か
る
本
』（
カ
ン
ゼ
ン
・
２
０
２
１
）
に
よ
る
と
、
家
に
ト

イ
レ
が
な
く
て
外
で
用
を
足
し
て
い
る
人
が
６
億
７
３
０
０
万
人
も
い
る
。
排
泄

物
が
き
ち
ん
と
処
理
さ
れ
な
い
と
、
汚
染
さ
れ
た
水
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、

繁
殖
し
た
細
菌
で
感
染
症
に
か
か
っ
た
り
す
る
。
ひ
と
目
を
避
け
、
明
け
方
な
ど

に
草
む
ら
や
道
端
で
行
な
う
排
泄
は
危
険
で
あ
る
。
11
月
19
日
は
「
世
界
ト
イ
レ

の
日
」。
同
監
修
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
鑑
―
地
球
の
課
題
が
よ
く
わ
か

る
！
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
・
２
０
２
２
）、
バ
ウ
ン
ド
著
・
岩
附
由
香
監
修
『
親
子
で

学
ぶ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』（
扶
桑
社
・
２
０
２
１
）、
佐
藤
真
久
監
修
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
サ
バ
イ
バ

ル
―
ク
イ
ズ
で
わ
か
る
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
！
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
２

２
）
な
ど
が
あ
る
。

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

　T
hink the Earth

編
著
・
ロ
ビ
ン
西
画
『
未
来
を
変
え
る
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
イ

デ
ア
ブ
ッ
ク
』（
紀
伊
國
屋
書
店
・
２
０
１
８
）
は
、
人
間
は
太
古
か
ら
海
の
恩
恵
を
受

け
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
と
記
す
。
し
か
し
、
今
で
は
人
間
の
経
済
活
動
に
伴
い
、

海
の
環
境
が
大
い
に
変
わ
っ
て
き
た
。
大
量
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ゴ
ミ
が
海
を
汚
染
し
、
海
の
生
き
も
の
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
海
を
汚

す
ゴ
ミ
を
巨
大
な
フ
ェ
ン
ス
で
回
収
し
、
海
流
や
風
を
利
用
し
て
ゴ
ミ
を
自
然
に

集
め
る
方
法
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
魚
を
獲
り
つ
づ
け
る
と
水
産
資
源

が
減
少
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
魚
や
牡
蠣
の
養
殖
が
進

ん
で
い
る
。
上
田
隼
也
監
修
『
み
ん
な
で
調
べ
よ
う
・
考
え
よ
う
！
―
小
学
生
か

ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
丸
わ
か
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』（
主
婦
と
生
活
社
・
２
０
２
２
）、
た
か
ま
つ
な

な
著
『
お
笑
い
芸
人
と
学
ぶ
13
歳
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』（
く
も
ん
出
版
・
２
０
２
０
）、

保
坂
直
紀
著
『
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
―
永
遠
の
ご
み
の
行
方
』（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
・

２
０
２
０
）
な
ど
を
参
考
書
籍
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

　
松
葉
口
玲
子
監
修
『
地
球
と
き
み
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
お
話
―
考
え
る
力
と

思
い
や
り
の
心
が
そ
だ
つ
』（
学
研
プ
ラ
ス
・
２
０
２
２
）
に
よ
れ
ば
、
地
球
上
の
生
き

も
の
13
万
種
類
以
上
を
調
査
し
た
結
果
、
森
林
の
開
発
に
よ
っ
て
３
万
８
０
０
０
以

上
の
種
が
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
う
。
森
林
の
役
割
は
水
を
蓄
え
、
土
砂
崩
れ
を

防
ぎ
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
気
候
を
や
わ
ら
げ
、
海
の
生
き
も
の
に
栄
養
を
運

ぶ
。
開
発
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
森
林
は
、
世
界
で
年
間
３
３
０
万
ha
に
上
る
。
地
球

温
暖
化
と
な
り
、
山
火
事
や
水
害
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。
陸
上
の
生
態
系
は
動

物
も
含
め
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
オ
オ
カ
ミ
が
減
少
す
る
と
、
シ
カ
が
増
え
若

芽
を
食
べ
て
し
ま
う
の
で
、
草
木
を
食
べ
て
い
た
虫
や
ネ
ズ
ミ
が
減
り
、
ど
ん
ど
ん

生
き
も
の
が
減
少
す
る
。
国
内
の
絶
滅
危
惧
種
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
、
ラ
イ
チ
ョ

ウ
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
ラ
ッ
コ
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
、
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
が
あ
る
。
植

林
を
施
し
、
森
林
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
蟹
江
憲
史
監
修
『
マ
ン
ガ

で
わ
か
る
！ 

は
じ
め
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
図
鑑
―
10
才
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い
』（
永
岡
書

店
・
２
０
２
１
）、
同
監
修
『
12
歳
ま
で
に
身
に
つ
け
た
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
超
き
ほ
ん
』

（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
２
１
）、
笹
谷
秀
光
監
修
『
大
人
が
本
当
に
答
え
ら
れ
な
い
!? 

ニ
ッ
ポ
ン
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ぜ
な
に
ク
イ
ズ
図
鑑
』（
宝
島
社
・
２
０
２
２
）
を
挙
げ
る
。

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

　
高
橋
真
樹
著
『
こ
ど
も
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
30
―
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
』（
か
も
が
わ
出
版
・
２
０
２
２
）
は
、
気
候
変
動
の
対
策
と
し
て
具
体
的
な
行
動
を

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
よ
り
マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
う
。
マ
イ
バ
ッ

ク
＆
マ
イ
容
器
を
使
う
。
で
き
る
だ
け
包
装
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
選
ぶ
。
身
の

回
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
減
ら
す
。
洋
服
は
み
ん
な
で
使
う
。
も
の
を
大
事
に
す

る
、
修
理
し
て
使
う
。
地
域
の
も
の
を
食
べ
る
。
食
品
ロ
ス
を
へ
ら
す
。
ゴ
ミ
拾

い
を
す
る
。
生
ゴ
ミ
を
コ
ン
ポ
ス
ト
で
減
ら
す
。
使
わ
な
い
電
気
を
消
す
。
照
明

器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。
部
屋
を
断
熱
構
造
に
す
る
。
太
陽
光
発
電
を
つ
け
、
使

う
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
。
電
気
自
動
車
な
ど
Ｃ
Ｏ
２

の
少
な
い
乗
り
物
を
使

う
。
動
植
物
を
育
て
る
。

　
す
な
だ
ゆ
か
著
『
は
じ
め
て
の
脱
炭
素
―
見
て
、
知
る
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
』（
小

峰
書
店
・
２
０
２
２
）
に
よ
る
と
、
人
間
の
活
動
で
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
を
使

い
、
二
酸
化
炭
素
を
増
や
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

（
２
０
１
９
年
）
は
３
６
７
億
ト
ン
と
な
り
、
地
球
の
温
暖
化
が
進
み
、
暴
風
雨
や
旱か

ん

魃ば
つ

な
ど
異
常
気
象
が
進
ん
だ
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
著
『
き
み
の
地
球

を
守
っ
て
』（
光
文
社
・
２
０
２
２
）、
丸
山
啓
史
著
『
気
候
変
動
と
子
ど
も
た
ち
―
懐

か
し
い
未
来
を
つ
く
る
大
人
の
役
割
』（
か
も
が
わ
出
版
・
２
０
２
２
）、
渡
邉
優
著

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
辞
典
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
２
０
２
２
）
も
詳
し
い
。

　
最
後
に
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
編
著
『
気
候
変
動
と
環
境
危
機
―
い
ま
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
』（
河
出
書
房
新
社
・
２
０
２
２
）
を
掲
げ
る
。
世
界
の
学
者
１
０

４
人
が
結
集
し
、
日
本
で
は
た
だ
一
人
沖
大
幹
先
生
が
論
じ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ 

―
―
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
考
え
る

水
の
文
化
書
誌 

63

連載の最終回となった「水の文化書誌」の誌面（『水の文化』75号）。
この号には「擱筆にあたって」という古賀さんからのメッセージも掲載

（上）久留米大学御井図書館内に設置された「古賀邦雄河川文庫」。古賀さんが収集した
さまざまな書籍・資料は後世に引き継がれる （下）古賀さんが愛してやまなかった筑後川 
提供：坂本貴啓さん

山口県の佐波川にて（2021年撮影）

「ストックホルム水大賞」を
受賞した沖 大幹さん



一度は訪れたい「佐渡」
機関誌『水の文化』61号 「水が語る佐渡」

いよいよ夏本番。夏休みに旅に
出る方も多いと思いますが、ま
だ計画が固まっていない方に
お勧めしたいのが、「佐渡」です。
世界遺産への登録なるか、と注
目の島ですが、水の観点で金銀
山の採掘技術、農業技術、建築
などを見ていくと、その優れた
知恵や技術に圧倒されます。機
関誌61号「水が語る佐渡」は
旅のお供にぴったりですよ！ 冊
子をご希望の方はHPからご連
絡をお待ちしています。

編
集
後
記

今
回
の
取
材
で
は
、
島
原
と
水
戸
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
水
と
共
に
生
き
よ
う
、
水
と
共
に
楽
し
も
う

と
す
る
人
の
工
夫
や
努
力
が
あ
り
、
そ
の
人
の
営
み
が
歴
史
と
合
わ

さ
っ
て
い
く
こ
と
で
「
水
の
文
化
」
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
と
大
変

感
慨
深
い
想
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
セ
ン
タ
ー
の
名
に
恥
じ
な
い

よ
う
、
様
々
な
人
の
営
み
、「
水
の
文
化
」
を
読
者
の
皆
様
に
お
届
け

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
森
）

泳
ぎ
の
歴
史
を
た
ど
る
中
で
、
水
中
で
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
目
的

を
達
す
る
た
め
の
術
で
あ
れ
ば
「
泳
ぎ
」
な
ん
だ
と
、
視
野
が
広
が

っ
た
思
い
で
す
。
速
さ
を
目
的
と
し
な
い
日
本
泳
法
に
は
、
様
々
な

目
的
を
達
す
る
た
め
の
技
術
が
満
載
で
、
実
際
に
拝
見
で
き
て
幸
せ

で
し
た
。
水
中
で
自
分
も
「
う
た
た
寝
」（
ｐ
48
）
が
で
き
た
ら
、も

っ
と
「
泳
ぐ
」
が
楽
し
く
な
り
そ
う
で
す
。（
松
）

子
ど
も
の
頃
か
ら
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
泳
ぐ
こ
と
が
大

好
き
で
す
。も
う
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
泳
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ

れ
で
も
た
ま
に
海
水
浴
な
ど
の
機
会
が
あ
る
と
心
躍
る
の
で
す
。
大

人
に
な
る
に
つ
れ
、
日
焼
け
し
た
く
な
い
、
薄
着
に
な
り
た
く
な
い

と
泳
ぎ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
思
い
切
り
水

の
中
で
体
を
伸
ば
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
飯
）

最
後
に
泳
い
だ
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
。
記
憶
を
た
ど
る
と
、
ど
う
や

ら
20
年
前
、
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
水
中
撮
影
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の

お
供
で
、
海
に
潜
っ
た
の
が
最
後
の
よ
う
だ
。
人
生
の
半
分
近
く
泳

い
で
い
な
か
っ
た
と
は
恐
ろ
し
い
。
パ
ソ
コ
ン
の
奥
か
ら
出
て
き
た
、

フ
ィ
ン
を
つ
け
海
を
漂
う
自
分
の
写
真
を
見
て
い
た
ら
、
久
し
ぶ
り

に
自
然
の
中
で
泳
ぎ
た
く
な
っ
た
。（
秋
）

泳
げ
な
い
し
濡
れ
る
の
が
嫌
。
砂
浜
で
た
だ
た
だ
暑
い
思
い
を
す
る
。

そ
ん
な
印
象
の
海
に
数
年
前
、
子
ど
も
連
れ
の
友
人
と
行
く
こ
と
が

あ
っ
た
。
で
も
そ
の
日
は
な
ぜ
か
、
子
ど
も
用
の
小
さ
な
浮
輪
を
無

理
や
り
装
着
し
て
果
敢
に
海
へ
と
向
か
う
。
身
体
の
一
部
と
な
っ
た

浮
輪
の
お
か
げ
か
、
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
ま
で
泳
ぐ
の
が
と
て

も
気
持
ち
良
く
、
海
へ
の
印
象
が
変
わ
る
思
い
出
に
な
っ
た
。（
力
）

子
ど
も
の
頃
、
泳
ぐ
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
。
ス
ク
ー
ル
に
は
通
え

な
か
っ
た
の
で
、
市
民
プ
ー
ル
に
行
っ
て
は
平
泳
ぎ
っ
ぽ
く
も
が
い

て
い
た
。
中
学
校
の
水
泳
授
業
で
25
ｍ
プ
ー
ル
を
20
往
復
し
た
が
腕

と
脚
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ど
う
も
お
か
し
い
。
だ
か
ら
胸
を
張
っ
て
泳

げ
る
と
言
え
な
い
ま
ま
だ
っ
た
が
、
取
材
中
に
「
自
己
流
で
い
い
の

か
」
と
気
づ
い
た
。
水
泳
パ
ン
ツ
を
買
い
に
行
こ
う
。（
前
）
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佐渡佐渡

古
来
、「
金
の
島
」と
し
て
知
ら
れ
る

佐
渡
。
日
本
海
に
浮
か
ぶ
こ
の
島

は
、
金
銀
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
鉱

山
技
術
を
応
用
し
た
水
利
に
よ
る

稲
作
お
よ
び
水
の
力（
北
前
船
）で

運
び
出
さ
れ
た
産
品
に
よ
っ
て
隆

盛
を
誇
っ
た
。

金
銀
山
の
閉
山
・
休
山
で
基
幹
産
業

を
失
っ
て
も
人
々
は
暮
ら
し
つ
づ

け
、
今
で
は
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
ブ
ラ
ン
ド
米
で
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
し
て
い
る
。

日
本
の
縮
図
と
も
い
わ
れ
る
佐
渡

の
歴
史
を「
水
」の
視
点
か
ら
見
つ

め
、「
人
と
自
然
の
共
生
」の
あ
り
方

や
、私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
大
事
に
す

べ
き
も
の
を
探
っ
た
。
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 30 生物多様性  

  トキよ、よみがえれ！── 生きものひしめく共生の田んぼ

  コラム  なぜ佐渡の里山は世界農業遺産に認定されたか

 35 文化をつくる  

  水の恵みと可能性に満ちた島　編集部

 22 北前船  

  廻船の歴史伝える濃密な空間　宿根木・小木港
  コラム  宿根木の海に浮かぶ昔ながらの「たらい舟」

 18 棚田  

  江戸期の記憶留める棚田  岩首昇竜棚田
  コラム  金銀山を支えた鉱山水利と食糧増産
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 28 概論2  
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佐渡の概要
人口は55,331人、世帯数は23,909世帯（2019年
1月1日現在）。面積は約855.61㎢（東京23区の約
1.5倍）。夏は高温多湿だが、冬は対馬暖流の影響で比
較的温暖で降雪量も少ない。平均年間降水量も全国平
均をやや下回る。歴史は古く、2万年から1万7000年
前ごろの遺跡も発掘されている。また、金銀の産出で知
られ、江戸時代は幕府の天領で大がかりな開発が行な
われ、17世紀には世界最大の産出量だったといわれる。
現在の農業は米が中心で、約65万人分相当を生産。柿
などの果樹栽培、干ししいたけづくりも盛ん。漁業では
イカやブリが知られる。日本酒の蔵元も多い。
2004年（平成16）年に、両津市、相川町、佐和田町、
金井町、新穂村、畑野町、真野町、小木町、羽茂町および
赤泊村の1市7町2村が合併し、佐渡島全体が佐渡市と
なった。年間の観光客数は50万人（2016年）。

※佐渡島は「佐渡」と表記する。ただし、「 」内はその
ときの発言に従った

加茂湖から大佐渡山地を望む。加茂湖はもともと淡水湖だったが、湖水
の氾濫を防ぐため明治期に開削し、両津湾とつながり汽水湖となった
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裏表紙上：二代広重が描いた『諸国六十八

景 佐渡金やま』（文久 2 年 ［1862］）。山を切

り崩し、水の力を用いた西三川砂金山の砂金

採取の様子がよくわかる（国立国会図書館蔵）

裏表紙下：宿根木の海に浮かぶ手づくりの

たらい舟。これも佐渡の誇る文化の一つ

（撮影：藤牧徹也）

表紙：佐渡島の中央部に広
がる国中平野を飛ぶトキ。

減農薬や生きものを増や
す試みがトキをよみがえら

せた。佐渡の里山は世界農
業遺産にも指定されている

（撮影：川本聖哉）
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